地上デジタル放送対応 
品番： GK 9 HX 1210 A 


バスルーム 

取付設置説明書 

バステレビ （12 V 型) 


■この商品には「取扱説明書」と B - CAS 力ードなどを添付していますので、必ずお施主様また 
は販売店様にお渡しください。 

■取付設置後、必ず試運転を行ってください。 

■この取付設置説明書に記載されていない方法で取付設置され、それが原因で故障が生じた 
場合は、商品の保証を致しかねますのでご注意ください。 


スルーム取付設置業者様へのお願い〕 - 

「電気工事」の章は、電気工事店様の工事範囲となります。 

ノ\'ステレビ本体の取付設置が'終わりましたら、この取付設置説明書を電気工事店様にお渡し 
いたださ、作業をお引き継ぎください。 

し -j 


安全上のご注意 (必ずお守りください） 



■誤った取付設置をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。 


△警告 

注意 


「死亡や重症を負うおそれがある内容」です。 

「障害を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。 


■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です） 


0 ®® 

❶ 


してはいけない内容です。 


実行しなければならない内容です。 








※取付設置完了後、「確認」に記載の点検項目にしたがって各部の点検を行い、器具のがたつきや漏電•水漏れなど 
安全上に不具合がないことを確かめてください。 


△警告 

② 

分酵止 

• 商品の改造や仕様変更は絶対にしない 

(商品の改造や仕様変更は事故の原因となります。） 

0 

禁止 

• 電源チューナーボックスは浴室内および屋外には設置しない 

(故障や漏電のときに感電の原因となります。） 

❶ 

必ず守る 

•電気工事は、関連する法令•規制にしたがって、必ず「有資格者」が行う 

(火災、感電、水漏れの原因となります。） 

•電源チューナーボックスは各パスメーカー様の指定位置に設置する 

(指定位置以外に設置すると、故障や漏電のときに感電の原因となります。） 

•漏電ブレーカーが取り付けられていることを確認する 
もし取り付けられていなければ最寄りの電気工事店に依頼し、必ず取り付ける 

(故障や漏電のときに感電の原因となります。） 


A 注思 

0 

禁止 

•重量物は一人で運ばない 

(一人で運ぶと、けがをするおそれがあります。） 

❶ 

必ず守る 

•シリコーン充てんは指定個所に確実に行う 

(確実にシリコーン充てんしないと、水漏れの原因となります。） 

•電気機器は、その機器の定格電圧で使用する 

(定格電圧以外で使用すると、事故の原因となります。） 

• 運搬や取付設置は必ず手袋をはめ、長袖などの作業に適した服装で行う 

(守らないと、けがをするおそれがあります。） 



構成図 • 付属品の確認 


中継ケープル 


アンテナ線 


電源 

ケープル 



電源チューナー 
ボックス 


B-CAS V 
接続ケーブル 


バステレビ 


リモコン 



LAN ケープル 
(現場手配 ） N 



B-CAS / 

、力ードリーダー / 

脱衣室など| \ n / 

に設置 

外部入力用ケーブル(別売^ 
(コンセント裏側に接続） 

も コンセント/ 


LAN 用モジュラコンセント 
ぺ現場手配） 

居室など 
に設置 


外部コントロール用ケーブル(別売り 
， (コンセント裏側に接続) 


別途手配居室に設置 


外部コント□—ル用 
/変換ケーフル 


AV コード J 、、 
(市販品) X 2 \ 

外部機器コント□ー ラー 
(外部機器用、バステレビ付属品） 



0卜部機器 
(2 台まで） 


〈工事区分〉 

I _ ] 内はお客様による接続となります。 

SB 工事. U 巳工事 

上図 I I 部分(パステレビ本体、電源チューナー 
ボックス、中継ケープル） 

電気工事 
上記以外 



付属の 
両面テープ 
-で固定 
-外部機器_ 

コント u —フ ー 

(外部機器1用) 
-赤外線 
-リモコン 受光部 


※別売品につきましては、本書の「外部機器と 
LAN 接続について」をご覧ください。 



すべての作業が完了したら、以下をお施主様または販売店様に確実にお渡しください。 

•リモコン •かんたんガイド 

參リモコン用ポタン電池 參 B - CAS カード 

•リモコンホルダー •重要書類在中チラシ 

參外部機器コント□ーラー 
參外部機器コント□ーラー固定用両面テープ 
參取扱説明書 

• リモコンホルダーは、お客様のお好みの位置に取り付けられるよラ、付属の両面テープで固定するようにな 
っています。 

リモコン、リモコン用ポタン電池とともに、そのままお渡しください。 














囡番 

部品名 

個数 

① 

パステレビ本体 

1 

② 

電源チューナーボックス 

1 

③ 

中継ケープル (4.5 m ) 

1 

④ 

B - CAS 接続ケーブル （4.5 m ) 

1 

⑤ 

B - CAS 力ードリーダー 

1 

⑥ 

リモコン 

1 

⑦ 

リモコン用ボタン電池 ( CR 2032) 

1 

⑧ 

リモコンホルダー 

1 

⑨ 

バステレビ本体取り付け用ねじ (4 X 35) 

4 

⑩ 

フィッシャーアンカー（ネオセライトパネルに使用） 

4 

⑪ 

固定ペース 

1 

⑫ 

結束パンド 

1 

⑬ 

外部機器コント□ーラー 

1 

⑭ 

外部機器コント□—ラー固定用両面テープ 

2 

⑮ 

B - CAS 力ード(使用許諾契約約款、ユーザー登録はがきを含む） 

1 

⑯ 

取扱説玥書 

1 

⑪ 

かんたんガイド 

1 

⑩ 

重要書類在中チラシ 

1 

— 

取付設置説明書（本書） 

1 


使用工具類 


•ドリル 

¢2.8 ( e パネルの場合） 

¢4.8 (ネオセライトパネル-ハイプリツドパネルの場合) 
•ホールソー¢32 •シリコーン 
•水準器•養生テープなど•呼び線など 


※⑥〜⑧と⑬〜⑭は、取付設置後、お施主様または販売店様に 
確実にお渡しください。 

※巳- CAS カードのお取り扱いなどについては、重要書類在中チラシ 
をご参照ください。 

※巳- CAS 力ードリーダーの取り付け用ねじは （4 本）、埋め込み 
ボックスまたははさみ金具（下記「その他必要部材」を参 
照）に付属のものを使用してください。 

※電源チューナーボックス②に外部機器接続ケープルや LAN 
ケープルを接続する場合は、「外部機器と LAN 接続について」 
をご覧ください。 


その他必要部材 

• B - CAS 力ードリーダー取り付け用 
埋め込みボックスまたははさみ金具 

〈埋め込みボックス使用の場合〉 

パナソニック電工製2個用スイッチボックス DS 49 12 
または JISC 8340対応品（深さ 33 mm 以上） 

〈はさみ金具使用の場合〉 

パナソニック電工製はさみ金具 
7〜1 8 mm 壁用(石こうボード用) WN 3993020 (2 個使用） 

3〜1 0 mm 壁用 WN 3990 K (2 個使用)など 


















電気配線図 


■メイン部分 

r_V_l 内は SB • UB 取付設置店様、それ以外は電気工事店様の作業範囲となります。 



★工事の際は、必ず漏電プレーカを設置してください。 

★機能アースは安全アースではありません。機能アース線は必ず接地してください。 

★アンテナ端子への入力電界は、 70 dBuV を目安にしてください。 

強電界地域では、一般テレビに比べ、画質に影響が出て減衰機が必要となる場合があります。 

★本商品は著作権保護技術を採用しており、著作権保護された番組を視聴する場合は、パステレビ本体と電源チュー 
ナーボックスを中継ケーブルで接続してください。 














外部機器と LAN 接続について \ 


■外部機器との接続 

電源チューナーボックスに別売の「パステレビ外部接続ケーブルセット」を用いて、外部機器 （ DVD プレーヤー、 
BS • CS デジタルチューナ ー、 ケーブルテレビ専用チューナーなど）を接続することにより、 DVD や BS • CS デジタル 
放送、ケーブルテレビの有料放送などをパステレビで楽しむことができます。 

※ご使用になる外部機器によっては、パステレビのリモコンで操作できなかったり、特定のポタンが使用できない場合 
があります。このような場合は、ご使用になる外部機器付属のリモコンを使用して浴室外で操作してください。 

〈必要な環境 • 工事〉 

參外部機器を設置するためのスペース（居室） 

參外部入力などの先行配線工事 


〈バステレビ外部接続ケーブルセット〉 

外部機器接続部分については、オプションの「パステレビ外部接続ケープルセット」（品番： GK 9 〇 PA 1000 D (5 m )、 
GK 9 〇 PA 1001 D (10 m )、 GK 9 〇 PA 1002 D (15 m )) をご使用のうえ、必要な部材を現場手配いただく必要があります。 
電源チューナーポックスから外部機器までの配線長さは、1 2 m 以内 ( GK 90 PA 1 000 D 、 GK 90 PA 1001 D の場合)、または 
17 m 以内 （ GK 90 PA 1002 D の場合）になるようにしてください。 

「パステレビ外部接続ケープルセット」の接続方法など、詳細については商品に付属の取付設置説明書をご覧ください。 


パステレビ 
本体へ f 

AC 100 V 


電源チューナーボックス 



i B - CAS 力ードリーダーへ 



② 

躯体の壁内 

_ 





①2本 


.n 

Ul 


GK90PA1000D 

5m 

GK90PA1001D 

10m 

GK90PA1002D 

15m 


/-cEZD^ 

^-czizd- 


RCA ビンジャッウ 
接続コード ( AV コード) 
(お客様の手配となり 
ます。） 


コンセント 
裏側に接続 


^@© 



o o 1 1o 〇 o 1 

L - 

OOO [ 丨 O O O | 

- ^ ^ 社 : r 


外部機器 

(ビデオデッキ、 DVD プレーヤー、 
BS . CS デジタルチューナー、 
ケーブルテレビ専用チューナーなど、 
2台まで接続可能） 



外部機器コント□ーラー 
(パステレビ本体に付属） 
パステレビのリモコンを使 
って外部接続機器を操作 
することがでぎます。 


•セツト内容明細 


•その他必要部材 


囡番 

部品名 

個数 

① 

外部入力用ケープル 

2 

② 

外部コントロール用ケーブル 

1 

③ 

外部入力用コンセントラペル 

1 

④ 

外部コント□—ル用変換ケープル 

1 

⑤ 

RCA キャップ 

1 

— 

固定ペース 

3 

— 

結束パンド 

3 

— 

取付設置説明書（本書） 

1 


以下の部材を別途手配してください。 


囡番 

部品名 

個数 

㊇ 

AV 用信号コンセント ( WN 4822 パナソニック電工製） 

2 

⑧ 

オーディオ用信号コンセント ( WN 4821 パナソニック電工製） 

1 

© 

オーディオ用信号コンセント取り付け枠 

1 

© 

プレート（化粧プレート • プレート枠） （7 個用） 

1 


















■LAN 接続 

電源チューナーボックスに LAN ケーブル（現場手配）を接続することにより、インターネット経由で（株）アクトビ 
ラが提供するデジタルテレビ向けの情報サービスも楽しむことができます。 


〈接続の例〉 


〈LAN 工事範囲〉 


電話機 



電源チューナー 
ボックスへ 


バステレビの LAN 用 
モジュラコンセント 


モジュラ 

ケーブル 


1 (居室などに設置） 

| LAN ケーブル 

LAN 

CAT5E 





パソコン 



0 


Q 


|電話用のモジュラケープルを 、 LAN 
(1 OBASE - T ) モジュラコンセントに、 
挿入しないでください。電話機が使 
えなくなったり、本機の故障の原因 
となります。 

モジュラケーブル 


LAN ケーブル 
(スト レー ト 
ケーブル） 
LAN ケーブル 
(スト レ ートケーブル） 


(スブリッタ 
の背面） 


□ D 


〇 

DS し 


M 


スブリッタ 


ADSL モデム 


4 3 2 1 


ハブや ブロード バンド ルータな ど 


〈必要な環境 • 工事〉 

•FTTH (光ファイバ）、 ADSL、CATV (ケーブルテレビ）といったプロードパンド環境 
參 LAN ケープルの先行配線工事 


〈必要な部材（現場手配)〉【住宅用情報盤を導入しない場合】 

參 CAT 5 E 対応情報モジュラジャック（理込型） 

(パナソニック 電工製 NR 3160 W を推奨） 

•コンセント絶縁取付枠 

(パナソニック 電工製 WTF 371 0 K を推奨） 

參 LAN ケーブル ( CAT 5 E ) 

#配管 ( PF 16)： 

•コンセント プレー ト 
參モジュラプラグ （8 極8芯） 













事前確認 


■取り付け前のご注意 

參あらがじめ現場確認を十分に行ってください。 

參パナソニック電工製 i - U 1712サイズには取り付けできません。 

參パナソニック電工製以外のパスルーム.ユニットパスルームに取り付ける場合は、各パスメーカー様に取り付けの 
可否をご確認ください。 

參在来工法浴室壁や、タイル壁のパスルーム • ユニッ トパスルームには取り付けできません。 

參使用温度は〇〜50てです。高温サウナなど、50てを超える場所には取り付けできません。 

參パステレビ本体の推奨取り付け位置は浴槽正面です。横型ミラーを選択された場合などは、正面には取り付けでき 
ません。 

參お客様に取り付け位置を確認のうえ、取り付け必要スペース （ W 439 XH 278) を確保できるか、リモコンや水栓金 
具などとの取り合いを十分ご確認ください。 

參パステレビ取り替えの場合は、既設のテレビのねじ穴がパステレビ本体のサイズに収まるかご確認ください。 

參配線のため、パスルーム内寸〜建築躯体内法面まで 40 mm 以上確保してください。また、天井点検□から呼び線な 
どを使用して中継ケーブルの入線が可能が、取り付け位置の壁裏に電線や裏配管、壁補強、建築側柱などの干渉物 
がないかをご確認ください。 

參 B - CAS カードリーダーの設置位置を、お客様と打ち合わせのうえ決めてください。 

なお、設置スペース (140 mm XI 40 mm , 深さ 33 mm 以上）は、下記条件に当てはまる位置としてください。 

1 ) パスルーム天井裏に設置した電源チューナーポックスがら5阳以内であること。 

(なるべく脱衣所などの壁面上方をお勧めします。） 

2) お客様が B - CAS 力ード （86 mmX 54 mm ) を抜き差しできること。 

(周囲に B - CAS 力ードの抜き差しの障害となるものがないこと。） 

3) 浴室からの湯気が直接 B - CAS カードリーダーに当たらないこと。 

參パステレビ本体取り付けの際、必要に応じてアンカーを使用してください（パステレビ本体の質量は約1 .7 kg です）。 
パナソニック電工製パスルームへの取り付け用として鋼板壁用ねじ（なべタッピンねじ4 X 35、下穴¢2.8)および 
ネオセライトパネル.ハイブリッドパネル用のフィッシャーアンカー（下穴¢4.8)とねじ（なべタッピンねじ 4 X 
35) を付属しています（あらかじめ壁の種類を磁石などを用いて確認してください）。 

參天井点検□から手が届く範囲に電源チューナーボックス （ W 240 XH 162 XD 90、 質量約 2 kg ) を水平に設置可能な 
場所があるかご確認ください。取り付け位置は各ノ'(スメーカー様にご確認ください。 

參パナソニック電工製.パナソニック電器産業製パスルームのドーム天井 （ EX シリーズのアーチ天井は除く）の上に 
は電源チューナーボックスは取り付けできません。この場合は、他に電源チューナーボックスを置く場所があるか 
の確認が必要です。 

參漏電ブレーカが取り付けられていることと、浴室天井裏の電源接続位置（ジョイントボックス）をご確認ください。 
參 TV アンテナ線が浴室天井裏に配線されているかご確認ください。配線されていない場合は、分配器の位置を確認の 
うえ、 TV アンテナ線が配線可能かご確認ください。 

參地上デジタル放送または地上アナ□ヴ放送が受信可能な環境かご確認のろえ、必要な受信システム機器をご選定 
ください。 

參必要に応じてパステレビ外部接続ケーブルセットや LAN (アクトビラ用）の配線が可能かご確認ください。 

參取り替えのパステレビ ( GK 9 AHX 600) がパスオーディオ ( GK 9 ASX 101 W ) と接続されている場合は、別途、音 
声出力変換ケープル ( RLXAS 10 DM 06) の手配が必要です。 




単位 ： mm 

〈推奨取り付け位置図〉 

※お客様や工務店様とご確認のうえ、なるべく正面からパステレビが見ることのできる位置に取り付けてください。 

★横型ミラーを選択された場合などプランによつては正面に取り付けできない場合があります。事前に図面などでご 
確認ください。 

★直射日光の当たる位置への取り付けは避けてください。 

★暖房換気乾燥機のある浴室に取り付ける場合は、温風が直接当たらない位置に取り付けてください。 

★下記寸法はあくまで推奨値です。 

壁目地、壁裏の状態（配管やフレームなど）、握りパー、混合水栓、その他オプション機器などの位置を確認し、お客様 
とご相談のうえ、浴槽内か6見える位置に取り付けてください。 

パステレビの視野角（画面を見ることができる角度）は、上下140° (上下各方向70° ) 、左右160° (左右各方向80° ) です。 


♦取り付け必要スペース寸法 

★シリコーン充てんのため、4周にスペースが必要です。 



※ココ チーノ S . ュ ライ ト R こついては床ハーフタイプの 
ため上図と見た目が異なります。 

< >内寸法は、ゲンキ浴 i •ミスト音声ガイド付浴室リモコン 
と併設する場合 



389 


439 



A 寸法 

B 寸法 

• ココ チーノ L . i-U 夕'プルカウンター（ロングタイプ） 

• i-U フル ボーダー カウンター 

770 

400 

<360) 

-ココ チーノ !_• i-U (上記以外のタイプ）•ユライト Si - i-X 

735 

400(360) 

• ユライト F 

325 

400(360) 

. ココ チーノ S (1621 [アーチ•エスライン浴槽] •1618.1616. 1216 サイズ) 

303 

400(360) 

• ココ チーノ S (1621 [ワイド浴槽]サイズ） 

303 

340 

• ココ チーノ S (1818 サイズ）※ 

187 

400(360) 


※カウンター上パネルより 









取付設置のしかた 


E 壁パネルの加工 


単位 ： mm (記載されているものを除く） 


ケーブル引き込み用とノ\'ステレビ本体取り付け用の下穴開口 


①前ページと右図を参照して、バステレビの取り付け 
位置をけがく。 

©¢32の下穴を開□する。 

③取り付け用ねじ、またはフィッシヤーアンカー用の 
下穴を開□する。 

-下穴径は壁パネルの種類により異なりますので、各 
バスメーカー様にご確認くださし''。 



ケ ープル取り出し用穴（¢32) 

V ，ネオセライトパネル:4-$4.8\ 
ハイブリッドパネル: 4-04.8 
\卜入 e パネル:4-$2.8 ノ 



k 取付設置上のお願い 


>パステレビを交換する場合、 
既設のパステレビを取りはず 
す際に壁パネル表面を傷つけ 
ないよう、シリコーンをはが 
してください。 

• 壁パネルを開口する際に出る 
切り粉は、 「もらいさび」の原 

因と なります。浴槽面へ落下 
させないよう、養生 テープな 
どで切り粉を受けてください。 
万が一落下した場合は、必ず 
清掃をお願いします。 


ホールソー やドリルの 
加工時は特に注意 


排水口などに流れ、 
「もらいさび」と 
なります。 


0 


\穴加工時の切り粉 


養生テープなどで切り粉受けを作る。 



2中継ケーブルの引き込み 


①呼び線などを使用して中継ケーブルを壁パネルの 
ケーブル取り出し用穴に通し、テープで仮留めする。 

• 壁パネルの表側に 30 cm 程度引き込んで、テープ留 
めしてください。 


- C 取付設置上のお願い ) - 

>パステレビを交換する場合、既設のコード類は 
壁裏に固定されている場合があります。 

I 中継ケーブルの配線時は、コードを傷つけない 
ようにご注意ください。 


壁パネル, 


ケーブル 
取り出し用穴 


中継ケーブルのラベルを 
確認のうえ、「モニター側」 
の記載がある方を引き込む< 


國 

中継ケープル 






® 電源チューナーボックスの取り付け 


1電源チューナーボックスの固定と中継ケーブルの接続 


①電源チューナーボックス底面の両面テープのはく離 
紙をはがし、コネクター接続部を点検□側に向けて 
天井面に載せる。 

-取り付け位置は、各パスメーカー様にご確認ください。 
-電源チューナーボックス設置前に、ほこりがつかない 
ように天井をふいてください。 

• 養生シートがある場合は、はがしてください。 


パスルーム天井部（例） 


外部機器を 
接続しない 
場合は、端子 
のキャップを 
外さない。 


電源チューナー 
ボックス 


両面テープ 


②中継ケーブルを電源チューナーボックスのケーブル 
と接続する。 


中継ケープル 



③ 中継ケーブルを敷設 
する位置 （1 か所） 

に固定ベースをはり 
付け、結束パンドを 
通す。 

④ 中継ケーブルを結束 
パンドで固定する。 

• ウォールウォッシャー 
天井の领口' 


結束パンド 

固定べース 



4 取付設置上のお願い ) - - 

|中継ケーブルを接続する前に、電源ケーブルを 
接続しないでください。 

(故障の原因となります。） 

>パステレビの中継ケーブルは電源線や酸素美泡 
湯ポンプケーブル • ジェットバスポンプケーブル 
と 50 cm 以上離してください。 

(酸素美泡湯やジエツトバスの運転時に、ノイズ 
が入る原因となります。） 


バステレビ本体の取り付け 


取り付け前の作業 








2 バステレビ本体の取り付け 


① （ネオセライトパネル • ハイブリツドパネルのみ） 
バステレビ本体の取り付け用下穴にフィッシャーア 
ンカーを打ち込む。 


⑥水準器で水平を確認しながら、ねじを締め付ける。 


水準器 


樹脂ハンマーで 
打ち込む / 







フイツシヤー\ 
アンカー 



⑧ バステレビ本体の4周に、切れ目なくシリコーン充 
てんを行う。 


② e パネルの場合は下穴に直接、ネオセライトパネ 
ル • ハイブリッドパネルの場合はフィッシャーアン 
カーにシリコーンを塗布する。 

③ 接続したケーブルを穴から浴室外へ送リ出す。 

④ バステレビ本体をねじで仮留めする。 

ケープル取り出し用穴 


下穴にシリコーン 
充てんを行ろ 
(4 か所） 


ここには 
シリコーン 
充てんしない< 


パステレビ本体 



シリコーン塗布 




A 注意 


必ず守る 


シリコーン充てんは指定個所に確実に 
行う 

(確実にシリコーン充てんしないと、水漏れ 
の原因となります。） 


& 取り付け用ねじ 

4 取付設置上のお願い ") - 

>パステレビを交換する場合、不要なねじ穴は、 
シリコーンでふさいでください。 

' ケーブル取り出し用穴は、シ u コーンでふさが 
ないようにしてください。 

(結露して、バステレビが故障するおそれがあり 
ます。） 


⑦上枠と下枠を取り付ける。 

- H - i 「取り付け前の作業」の逆の手順で取り付け 
てください。 



※ここまでの作業が完了した6、この取付設置説明書を電気 
工事店様にお渡しのろえ、作業をお引継ぎください。 





電気工事 


以下の作業は、電気工事店様の作業となります。 


※B-CAS 力ードリーダーの接続は、埋め込みボックス使用時の内容です。 


1結線 


アンテナ線と VVF ケーブル • 機能アース線の結線 


①電源チューナーボックスのアンテナ端子にアンテナ 
線を接続する。 

-アンテナ端子への入力電界は、 70 dBuV を目安に 
してください。 

取付設置上のお願い ) - 

«本機のアンテナ入力には、電流非通過型の分配 
器などを用い、直流電圧がかからないようご注 
意ください。 


電源ケープル6 
( AC 100 V ) ム 

機能 / 
アース 線/ 


アンテナ端子 



アンテナぺ 


、アンテナ線 


② 機能アース線を接地する。 

• 機能アースの配線をしてください。 

•なお、機能アースは安全アースではありません。機 
能アース線は必ず接地してください。 

③ 電源チューナーボックスの電源ケーブルをジョイン 
トボックス内で AC 100 V (50/60HZ) に接続する。 


2巳- CAS カードリーダーの接続 


① B - CAS 接続ケーブルを 
電源チューナーボックス 
に接続する。 


ラペル （ B-CAS . チューナー側） 


私 

力ードリーダーへ 


パスルー厶 


B - CAS 接続ケーブル 


電源チューナー 
ボックス 


②打ち合わせにて決定した取り付け位置に、 B-CAS 
カードリーダー用埋め込みボックスを取り付けるた 
めの穴開□と、 B - CAS 接続ケーブルの配線を行う。 

•設置位置の条件については、「事前確認」をご覧く 
ださい。 


B - CAS 力ードリー 
理め込みホックス 
(現場手配） 


B-CAS 
接続ケーブル 


-ダー 用 


③埋め込みボックスを埋め込み、 B - CAS 接続ケープ 
ルを引き込む。 







④ B - CAS 力ードリーダーのカバーを取り外す。 ⑧ B - CAS 接続ケーブルが抜けないよう、クランプで 

固定する。 



⑤ B - CAS 接続ケーブルを B - CAS 力ードリーダーの背⑦ B - CAS 力ードリーダーを壁面に固定す る。 
面に あるコネクターに 接続す る。 



取り付けねじ 
(理め込みボックスに付属) 


⑧カバーを取り付ける。 





3 LAN ケーブルの接続 


※ LAN ケーブルの配線は、新築やリフォームなど躯体の状況によっても異なります。また、プ□パイダー契約 
とブロードパンド環境に応じた機器（モデム、ルータなど）が必要です。 

住宅用情報盤（ハプ内蔵タイプ）を導入される場合は、パブからパスルーム天井まで配管 ( PF 16) を用いて 
LAN ケーブルを直接配線してください。 

その際、パスルーム天井に情報モジュラジャック（パナソニック電工製 NR 3 161を推奨）を設置し、 LAN コ 
ードで接続してください。 

下図は、住宅用情報盤を導入されない場合の配線の一例です。 


電源チューナーボッウス 


⑺ス J レーム 天井1 


_ ] IQ ] 1 LAN ) 


モジュラプラグ 
' (8 極8芯） 

(現場手配） 

- LAN ケープル 
( CAT 5 E ) 
(現場手配） 


LAN ケープル 
( CAT 5 E ) 
(現場手配） 



居室などに設置 


CAT 5 E 対応 
情報モジュラジャック 
(現場手配） 


、コンセント絶縁取付枠 
コンセントプレート 


4外部機器用ケープ'ルの接続 


• オプションの「パステレビ外部接続ケーブルセット」 
を接続する場合は、付属の取付設置説明書をご覧く 
ださい。 

※セット品番 

GK 90 PA 1000 D ( 5 m ) 

GK 90 PA 1001 D (10 m ) 

GK 90 PA 1002 D (15 m ) 


- C 取付設置上のお願い ) - 

I 外部機器との接続ケーブルがあまった場合、ケー 
ブルをたばねないでください。 

たばねると、外部機器の操作に支障が生じる場 
合があります。 






取付設置後のチェック 


-本表は取付設置後に行う検査チェックリストです。本表にしたがいチェックしてください。 


項 目 

チェック 

1. B - CAS 力ードリーダーが脱衣室などに設置され、電源チューナーボックスと B - CAS 接続ケープルで接続されているか 


2. 電源チューナーボックスのアンテナ端子にアンテナ線は接続されているか 


3. 漏電ブレーカは「入」になっており、電源 （ AC 100 V ) が通電されているか 


4. 液晶保護シートをはがしているか 


5. 「電源ボタン」を押し、液晶画面が映るか 


6. 「入力切換ボタン」を押し、画面上の表示が「地上アナログ」—「地上デジタル」-「外部1」 — 「外部2」の 
チャンネル表示に切り換わるか 


7. 「電源ボタン」をもう一度押し、電源が切れるか 
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